
「栃木県と包括連携協定締結企業との情報交換会」に参加 <2022年 7月22日>

包括連携協定では、自治体と様々な団体や企業等がそれぞれの資源や特色を活かし、連携と協働で地域の諸課

題解決等を推進することを目的としています。3月25日時点で28の企業・団体が締結しており、今回、県の

様々な部署と参加企業・団体が集まり、情報交換が行われました。当連合会では 2021 年 5 月に本協定を締結

し、会員相互の連携に加え、行政・諸団体など様々なつながりを活かし、食や暮らし、環境への取り組みを通し

て活力ある地域づくりに取り組んでいます。 

会 

員 

栃木県職員生活協同組合 〒320-8501 宇都宮市塙田1-1-20 028-623-2530 

宇都宮市職員生活協同組合 〒320-8540 宇都宮市旭1-1-5 028-632-2965 

栃木県学校生活協同組合 〒320-0065 宇都宮市駒生町1359-37 028-652-3324 

宇都宮大学消費生活協同組合 〒321-8505 宇都宮市峰町350 028-636-1995 

足利大学生活協同組合 〒326-0845 足利市大前町268-1 0284-62-5882 

生活クラブ生活協同組合 〒321-0911 宇都宮市問屋町3426-30 028-657-8162 

生活協同組合パルシステム茨城 栃木 〒310-0022 茨城県水戸市梅香2-1-39 029-227-2225 

とちぎコープ生活協同組合 〒321-0195 宇都宮市川田町858 028-634-5115 

よつ葉生活協同組合 〒329-0201 小山市大字粟宮1223 0285-45-9100 

栃木保健医療生活協同組合 〒320-0061 宇都宮市宝木町2-2554-14 028-652-3714 

こくみん共済 coop（栃木県労働者共済生活協同組合） 〒321-0963 宇都宮市南大通り2-5-4 028-635-6031 

賛

助

会

員 

こらぼワーク（企業組合とちぎ労働福祉事業団） 〒321-0152 宇都宮市西川田7-1-2 028-654-5561 

中央労働金庫栃木県本部 〒320-0052 宇都宮市中戸祭町821 028-622-4296 

社会福祉法人ふれあいコ一プ 〒321-0165 宇都宮市緑5-13-6 028-616-6500 

生活協同組合パルシステム群馬 〒370-0033 群馬県高崎市大類町120-11 027-384-4774 

３つの重点機能…1) 会員の活動に対する支援と貢献   2)社会的課題解決にむけての支援と協働   3)生協の社会的な役割 

当日、参加者の皆様から

食品をお預かりし、フー

ドバンクうつのみやへ

お届けしました。（段ボ

ール箱6箱分 61.7㎏)

6月24日(金)に総会を開催し、全議案が全会一致で承認されました。2022年度は第８次中期計画(2022

～2024年度)初年度にあたります。新型コロナウイルス感染症に加え、ロシアのウクライナ侵攻による影響等から

様々な困難が予測されますが、平和を希求する生協の理念を第一に掲げ、生活協同組合の地位を高めてい

けるよう、社会的諸課題の解決と会員の支援等、生協連としての機能を踏襲して取り組みます。 

第１号議案 2021年度事業報告・決算報告・ 

剰余金処分案承認の件及び監査報告 

第２号議案 2022年度事業計画及び予算承認の件 

第３号議案 第 8次中期計画(2022～2024年度)承認の件 

第４号議案 役員選任の件 

第５号議案 役員（理事、監事）報酬枠決定の件 

●会員の活動に対する支援と貢献 

県内生協間のネットワークを強化 

地域における諸問題の解決に向け、組織間の連携を推進 

地域生協で構成するくらし部会を継続し、食育や環境等、くらしに関する様々な活動を推進 

情勢の学習の推進 

各種支援募金、ユニセフ募金、平和の取り組みを継続 

●社会的課題解決にむけての支援と協働(社会的なネットワークづくり) 

とちぎ食の安全ネットワークの活動を推進し、行政との協働を継続 

とちぎ消費者ネットワークの活動を推進し、行政との協働を継続 

また、成年年齢引下に伴う消費者問題への対応を強化 

適格消費者団体「NPO法人とちぎ消費者リンク」への支援を継続 

●生協の社会的な役割

被災者支援の取り組み、他団体との防災・減災の取り組みを継続 

行政・他団体との協働活動と、行政の審議会、懇談会等への参加 

県議会、報道機関等との懇談を計画 

協同組合の理念・原則を継承した取り組みを推進 

栃木県生活協同組合連合会 会員生協連絡先

ごあいさつ  

<2022年度役員交代に伴い、竹内明子が会長理事を退任して顧問となり、中田和良が会長理事に就任しました>

今、私達の住む社会は多くの問題に直面し

ています。例えば、温暖化は危機的なレベル

に至っていますし、他の自然環境問題も深刻

です。貧富の差は益々広がり様々な格差を生

み出しています。グローバル化された経済が

引き起こす開発途上国からの資源の略奪は、

自然環境を破壊し、人権問題も生み出しています。他にも様々な

人権問題、ジェンダー問題、解決すべき問題は山積しています。 

 こうした状況を打開するため、2015年に国連で「我々の世界

を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採

択されました。この 2030 アジェンダが貫いているのは「誰一

人取り残さない」というものです。そしてそれに基づいてSDGs

の 1７の目標が立てられています。 

 この誰一人取り残されない社会というのは、協同組合が目指す

社会にも合致しています。そしてこの取り残されない社会を目指

すために、協同組合は命を第1義とし、「共に」を大切にしてい

ます。つまり、人と人、人と自然が協同し尊重するということで

す。そしてその実現のためには、人が主体的に参加するというこ

とが求められます。ですから、協同組合は地域コミュニティーに

根差して経済、社会活動を組合員参加の下で行っています。情報

が氾濫する現在、正しい情報を見極めて認識し、1 人 1 人が主

体的に参加することが益々重要になるのではと思います。協同組

合の活動を多くの皆様にご理解頂き、ご参加下さることを願って

おります。 

 最後になりましたが、在任中の長きにわたり、皆様がお寄せ下

さいましたご厚情に深く感謝申し上げます。 

会長理事に就任しま

した中田です。どうぞ宜

しくお願い致します。 

さて、社会情勢は大変厳

しく、格差による貧困の

拡大、少子高齢化問題、

温暖化を初めとした環境問題、消費者被害な

ど困難な課題が山積しています。併せて、３

年目となった新型コロナウイルスの脅威に

さらされています。これらの問題解決に行政

や多くの団体、地域の皆様と連携し、世界的

課題であるSDGsへの取り組みを進め、誰一

人取り残さない地域づくりのお役に立ちた

いと考えております。 

また、今年ロシアによるウクライナ侵攻が

あり、悲惨な状況が続いています。私たちの

豊かなくらしや美しい環境は、平和無くして

成り立ちません。平和とは、普段の平穏なく

らしを維持し、誰しもが平和への関心を持ち

続け、思いを声にすること、他者を思う気持

ちを大切にすることではないでしょうか。 

社会問題の解決、平和への願いと多くの皆

様と連携し、協同組合の精神をしっかりとも

って、よりよい社会づくりを目指してまいり

ます。 

栃木県生活協同組合連合会 広報紙
発行日2022年8月10日

〒321-0968 宇都宮市中今泉 2丁目 7-19 204 号 
TEL:０２８-６８０-５５９２  FAX:０２８-６８０-５５９３ 

http://tochigikenren-coop.com   E ﾒｰﾙ info@tochigikenren-coop.com VOL.37夏号

テーマ：

講師：菅原 邦生 氏 (宇都宮大学名誉教授・菅原技術士事務所代表)

9 月22 日(木)10:00～11:50  宇都宮市文化会館 第 1会議室(3階)
-栃木県生協連HP          より、お申し込みください- 

食の安全学習会  <食の安全ネットワーク主催



宇都宮大学消費生活協同組合

２０２2年度の最重要課題（一部抜粋） 

・学校生協係との良好な関係づくり  ・組合員満足度向上   

・加入促進活動強化  ・学校生協加入の新たなメリットの創造 

・新型コロナウイルス対応 ・ＢＣＰの運用 ・定年延長への対応

・マイページ、ホームページの活用

組合員とともに！

組合員の協同互助，福利厚生の一助となるよう 

組合員と一体となった運営を 

目指します。 

宇都宮市職員生活協同組合 

（本生協は，宇都宮市職員を組合員とした職域生協です）

Food＝食、Energ＝エネルギー、Care＝福祉 の自給を

目指して、共同購入を通じ持続可能(サステイナブル)な

暮らし方を提案していきます。 

生活クラブ生活協同組合・栃木

宇都宮大学生協は入学から卒業まで学生の学びや生活をまるごと
サポートします。住まいの紹介、パソコンの販売、使いこなすための
パソコン講座、教科書、教材の割引販売、自動車教習所斡旋、JR券
手配、学内オリジナル公務員講座、卒業式レンタル衣装など様々な提
案をしています。 
大学の研究を支えるためパソコン、ソフトウェア、専門書の取り扱い
も行っています。 
また食堂では安全で安価、栄養バランスのいい食事の提供を行ってい
ます。 
学生委員会活動では新学期友達作り、食生活相談、自転車点検会など
大学で楽しく、安心して過ごすことができるように様々な企画を行っ
ています。 
コロナ禍で大学の学びの環境が大きく変わりましたが、大学と協力し
ながら、これからも学生をサポートします。

足利大学生協は入学から卒業まで学生の学びや生活をまるごと

サポートします。購買 2 店舗を運営しています。毎日の食事では

パン、おにぎり、弁当、飲料などを、パソコンの販売、使い始めら

れるように大学仕様に対応したセットアップ講座、教科書、教材の

割引販売、大学生協価格での教習所斡旋、卒業式レンタル衣装、大

学の研究物品の取り扱いなど様々な提案を行っています。 

学生委員会活動では新入生相談会、交流会、季節のイベント企画な

ど大学が楽しくなるような企画を活発に行っています。 

コロナ禍で大学の学びの環境が大きく変わりましたが、大学と協力し

ながらこれからも学生をサポートします。

パルシステム群馬 
私たちは協同の力で心豊かにいきいきと 

        暮らせる地域社会を創ります。 

おかげさまで、パルシステム群馬は創立 20 周年！ 

「ありがとう」と「チャレンジ」で笑顔あふれる未来へ！ 

本部・高崎センター        東毛センター 

〒370-0033          〒373-0852 

群馬県高崎市中大類町 120-11  群馬県太田市新井町 1148 

℡．027-384-4774      ℡．0276-60-3735

「私達は多くの人々と協同して一人一人が尊厳を持って安心して暮
らせる地域福祉を目指します」の理念の下、住み慣れた地域で安心し
て暮らせる地域共生社会を目指し、宇都宮市・栃木市・小山市で介護
保険事業と地域支援事業を行っています。 

【介護保険事業】通所介護、訪問介護、居宅介護支援、小規模多機能
型居宅介護、24時間定期巡回・随時対応型訪問介護
看護、認知症対応型共同生活介護、特別養護老人ホ
ーム、ショートステイ 

【企業主導型保育】ちびっこハウスすくすくとちぎ、
【地域支援事業】有償ボランティア「おたがいさま」、子育てサロン、

健康体操教室、買物バス、まちかどｷｯﾁﾝ今泉広場、 
法人本部 ユニバーサル就労 

〒321-0165宇都宮市緑 5-13-6 TEL028-616-6500  FAX 028-645-8385

栃木県生活協同組合連合会は、会員11団体と賛助会員4団体からなる連合会です。協同組合の原則や価値を大切に、平和で豊かな社会を目指して ともに取り組んで参ります。 

地産地消・国産原料・有機食品 

ネオニコチノイド系農薬不使用を 
進めています 
食品添加物を控えた商品 

石けん活動を進めています 

よつ葉生協の野菜は、北関東三県（栃木、群馬、茨城）の地元産

が中心です。地元メーカーのオリジナル商品も多数揃えてい

ます。誰がどこで作ったのかがはっきり分かり、安全性の確認

が取れた商品を組合員にお届けしています。これからも、誰も

が安心して暮らせる、人や環境に優しい社会をめざします。 
よつ葉生活協同組合 栃木県小山市粟宮1223  0285-45-9100

栃木県学校生活協同組合
〒320-0065宇都宮市駒生町 1359 番地 37 ℡0120-65-3324 Fax0120-53-4556

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：httpｓ://www.tochi-gaku.com Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：info@tochi-gaku.com

〇主な事業

・県庁売店、地方売店（地方合同庁舎等８ヶ所）の運営 

・県庁食堂、喫茶室の運営    

・サービスカウンターでの証紙類、クオカード等の販売 他 

よつ葉生協 
地産地消 いのちと健康･暮らしを守る 

パルシステムは組合員とともに 

 もっといい明日に向かって行動することを 

宣言します。 

パルシステムの「５つの超えてく」宣言  

パルシステム栃木センター〒323-0819 小山市横倉新田 198-1 

本部〒310-0022 茨城県水戸市梅香 2-1-39 ℡029-227-2225

協働の力でいのち輝く社会をつくる 
～でかける・つながる・安心を結ぶ～ 

栃木保健医療生活協同組合は、組合員一人ひとりの健康を守り、 

病気や障害があっても希望をもって生きられる、平和でいのちが輝く社会を作ります。 

。 

  本部事務局  028-652-3714
HP:htts://www.tochigihoken.or.jp/

＜2022 年度の重点課題＞
1) 高齢世帯に対する生活支援事業、福祉事業者向けサービスの強化

を重点課題として、事業開発、事業拡大に取り組みます。 

2) 障害者就労支援で、農業、食関連、花卉・プランター緑化など、

地域の自然環境を生かした仕事づくりに力を入れます。障害者の

一般就労への移行、定着支援の取組に力を入れます。 

3) 暮らしやすい地域社会づくりに向けて、NPO、

協同組合、福祉事業者の事業を総合的に支える

経営支援機能を強化します。 

4) 就労困難者、生活困窮者への就労支援、居住支

援の活動の調査研究を進めます。 

～知って、使って、広めてもらえる“ろうきん”へ

ろうきん〉は、生活協同組合や労働組合などのはたらく仲

間がお互いを助け合うために資金を出し合ってつくった、

協同組織の福祉金融機関です。 

はたらく人たちの暮らしを支え、快適で過ごしやすい社

会づくりに寄与することを目的としています。 

〈中央ろうきん〉は様々な商品・サービスを通じて、

はたらくみなさまの生活を応援いたします！ 
中央労働金庫 栃木県本部 TEL.028-622-4296 

お問い合わせ先
028-635-6031 

平日 9:00～17:00

こくみん共済 coop 栃木推進本部 
（栃木県労働者共済生活協同組） 

こくみん共済 coop 公式キャラクター 

ピットくん(栃木県)

みんなでたすけあい、豊かで安心できる社会づくり

0922Z005 


